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Curved perylene diimides 1 have been developed by attaching fused seven-membered rings 

at the bay positions1). Owing to the curved structure, the perylene diimides showed high 

solubility despite the absence of bulky substituents. 

In this work, we developed isomers 2 that possess different structural pattern of the seven-

membered rings and dimers 3 fused with hydroquinone-based linker. For these compounds, we 

investigated the structural dynamics, photophysical properties, and performance as acceptor 

materials in a solution-processed bulk heterojunction organic solar cells. 
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代表的な有機半導体材料であるペリレンジイミドは、溶解性が著しく低いため、誘

導体合成や溶液プロセスへの応用には立体障害の大きな置換基の導入による可溶化

が必要とされてきた。これに対し、最近我々は七員環構造を導入した湾曲型ペリレン

ジイミド 1 が立体障害を導入せずとも高い溶解性を示し、有機太陽電池のアクセプ

ター材料として有望であることを明らかにした 1)。 

本研究では、新たな誘導体として七員環の向きの異なる異性体 2 や二量体 3の合

成を行った。化合物 1 の円弧状湾曲構造とは対照的に、異性体 2 は波状湾曲構造を

示した。また、二量体 3 は曲面構造の異なる二つの配座異性体をとることが明らか

となった。得られた化合物の会合特性や湾曲構造の動的挙動および光物理学的特性に

ついて構造―物性相関を調査するとともに、有機太陽電池のアクセプター材料として

の応用を検討した。 
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